
第３章　歴史文化資源の概要

１　歴史文化資源の定義
　本構想では、指定・未指定にかかわらず、市内に存在する地域特有の文化財で、市民共通の財産と
して価値のあるものを「歴史文化資源」と定義します。
　歴史文化資源には、文化財保護法に規定されている６種類の定義に収まらないものも含みます。例
えば、地域特有の方言や地名など、地域の人々の生活の中で大切にされてきたものがあり、言い換え
れば、今後文化財となり得るものともいえます。

歴史文化資源の定義
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市の分類（テーマ） 文化財保護法による区分 指定 件数区分 種別

１開拓関係 有形文化財
建造物 国指定 １

美術工芸品 古文書 市指定 ４
歴史資料 市指定 ３

記念物 史跡 市指定 ９

２御用邸・別邸・会館等 有形文化財 建造物

国指定 １
国登録 １
県指定 ２
市指定 １

記念物 史跡 県指定 １

３考古関係 有形文化財 美術工芸品 考古資料 国指定 １
市指定 １

記念物 史跡 市指定 １

４交通関係
有形文化財 美術工芸品 古文書 市指定 １

歴史資料 市指定 １
民俗文化財 有形民俗文化財 市指定 １
記念物 史跡 市指定 12

５神社関係 有形文化財

建造物 国登録 ２
市指定 12

美術工芸品
彫刻 市指定 １

歴史資料 県指定 １
市指定 １

６寺院仏堂関係 有形文化財
建造物 市指定 11

美術工芸品 彫刻 市指定 ７
歴史資料 市指定 １

記念物 史跡 市指定 ２
７城跡 記念物 史跡 市指定 ５

８農村建築物・史跡・歴史資料 有形文化財

建造物 国登録 ３
市指定 ３

美術工芸品
古文書 市指定 ３
考古資料 市指定 １
歴史資料 市指定 12

記念物 史跡 市指定 ７

９民俗文化財 民俗文化財

有形民俗文化財 市指定 ４

無形民俗文化財
国選択 （１）
県指定 ３
市指定 12

10絵画・彫刻 有形文化財 美術工芸品 絵画 県指定 １
市指定 16

彫刻 市指定 １
記念物 史跡 市指定 １

11天然記念物 記念物 天然記念物 国指定 1
市指定 26

※国選択 1 件は市指定を兼ねる（R2.3.31 現在）

２　歴史文化資源の保護と指定の概要

（１）指定文化財の種類

　本市では、平成 24 年（2012）に刊行した文化財紹介冊子「那須塩原市の文化財」において、指定
文化財を 11 のテーマによって分類し、紹介しています。テーマ別に見ると「開拓関係」（17 件）、「御
用邸・別邸・会館等」（６件）など近代を象徴する指定文化財と、「交通」に関わる指定文化財（近世
12 件・近代３件）、「民俗文化財」（有形４件・無形 15 件）及び「天然記念物」（27 件）の指定文化財
が多いのが特徴といえます。

	⿃ 指定文化財の分類（テーマ別）
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次に、文化財保護法における体系別に分けると以下のとおりとなります。

区分 種別 指定 件数

有形文化財

建造物

国指定 2
国登録 6
県指定 2
市指定 27

美術工芸品

絵画 県指定 1
市指定 16

彫刻 市指定 9
古文書 市指定 8

考古資料 国指定 1
市指定 2

歴史資料 県指定 1
市指定 18

民俗文化財

有形民俗文化財 市指定 5

無形民俗文化財
国選択 （1）
県指定 3
市指定 12

記念物
史跡 県指定 1

市指定 37

天然記念物 国指定 1
市指定 26

※国選択 1 件は市指定を兼ねる（R2.3.31 現在）

	⿃ 指定文化財の分類（文化財保護法における体系別）
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区分 種別 指定 市の
分類 名称 指定年月日 所有者（管理者） 所在地等

有
形
文
化
財

建
造
物

国指定

２ 旧青木家那須別邸 平成 11 年 12 月 21 日 栃木県 青木 27

１ 那須疏水旧取水施設
平成 18 年 7 月 5 日

那須疏水土地改良区、那須塩
原市 西岩崎（那須疏水公園）平成 29 年 2 月 23 日追

加指定

国登録

２ 高木会館 平成 14 年 6 月 25 日 個人 本町 5-19
８ 加登屋旅館 本館 平成 14 年 6 月 25 日 個人 本町 5-19
８ 加登屋旅館 別館 平成 14 年 6 月 25 日 個人 本町 5-19
８ 加登屋旅館 悠仙閣 平成 28 年 2 月 25 日 個人 那須塩原市板室 854 他
５ 乃木神社本殿 令和元年 12 月 5 日 乃木神社 石林 795
５ 乃木神社拝殿 令和元年 12 月 5 日 乃木神社 石林 795

県指定
２ 旧塩原御用邸新御座所 昭和 56 年 5 月 12 日 那須塩原市 塩原 1266
２ 大山記念館洋館 平成 7 年 8 月 22 日 栃木県 下永田 4 丁目 3-52

市指定

８ 数ヶ室の郷蔵 平成 9 年 1 月 29 日 個人 越堀 787-2
７ 峯薬師の仁王門 昭和 47 年 10 月 25 日 薬王寺 塩野崎 251
８ 室井家の四脚門 昭和 58 年 11 月 15 日 個人 無栗屋 35
８ 旧津久井家住宅 昭和 44 年 1 月 1 日 那須塩原市 橋本町 8-47
２ 品川弥二郎の旧念仏庵 平成 23 年 5 月 9 日 妙雲寺 塩原 665
２ 峯薬師堂 平成 13 年 3 月 9 日 薬王寺 塩野崎 251
６ 金沢の薬師堂 平成 5 年 3 月 31 日 薬師堂仕守会 金沢 1137
６ 引久保百観音堂 平成 4 年 4 月 24 日 妙雲寺 上塩原 418
６ 上大貫地蔵堂「厨子」 平成 12 年 7 月 17 日 上大貫自治会 上大貫 2084
６ 金乘院奥の院地蔵堂 平成 11 年 3 月 11 日 金乘院 沼野田和 539-2
６ 妙雲寺（宮殿） 平成 5 年 3 月 31 日 妙雲寺 塩原 665
６ 妙雲寺（本堂） 平成 5 年 3 月 31 日 妙雲寺 塩原 665
６ 上黒磯の阿弥陀堂 平成 2 年 1 月 22 日 阿弥陀堂管理委員会 黒磯 449-2
５ 塩原八幡宮（本殿） 平成 5 年 3 月 31 日 塩原八幡宮 中塩原 11
５ 新湯温泉神社（本殿） 平成 5 年 3 月 31 日 新湯温泉神社 湯本塩原 3
５ 板室温泉神社本殿 昭和 44 年 7 月 10 日 板室温泉神社 板室 876
５ 茗荷温泉神社（本殿） 平成 5 年 3 月 31 日 茗荷温泉神社 塩原 366
５ 福渡温泉神社（本殿） 平成 5 年 3 月 31 日 福渡温泉神社 塩原 244
５ 畑下温泉神社（本殿） 平成 5 年 3 月 31 日 畑下温泉神社 塩原 443
５ 金沢の箒根神社（本殿） 平成 5 年 3 月 31 日 箒根神社　佐藤幸穂 金沢 1562
５ 塩の湯温泉神社（本殿） 平成 5 年 3 月 31 日 塩の湯温泉神社 塩原 366
５ 三斗小屋温泉神社本殿 昭和 44 年 7 月 10 日 三斗小屋温泉神社 板室 910
５ 嶽山箒根神社高清水（遙拝殿） 平成 5 年 3 月 31 日 嶽山箒根神社 宇都野 939-2
５ 嶽山箒根神社奥の院（本殿・他 2 社）平成 5 年 3 月 31 日 嶽山箒根神社 宇都野 1699
５ 上塩原の箒根神社（本殿） 平成 5 年 3 月 31 日 上塩原箒根神社 那須塩原市上塩原 8
６ 妙雲寺の薬師堂 平成 29 年 3 月 30 日 妙雲寺 那須塩原市塩原 665
６ 妙雲寺の塩渓文庫（旧閻魔堂） 平成 29 年 3 月 30 日 妙雲寺 那須塩原市塩原 665

美
術
工
芸
品

絵
画

県指定 10 絹本著色羅刹天 昭和 54 年 2 月 2 日 個人

市指定

10 鑿道八景（高橋由一） 昭和 53 年 12 月 6 日 那須塩原市 那須野が原博物館
10 菊鶏図（相馬寛哉） 昭和 53 年 12 月 6 日 那須塩原市 那須野が原博物館
10 菊に鶏図（相馬寛哉） 昭和 59 年 4 月 1 日 個人
10 月に鶴図（相馬寛哉） 昭和 59 年 4 月 1 日 個人
10 よしに雁図（相馬寛哉） 昭和 43 年 10 月 7 日 個人
10 鶉秋月図（相馬寛哉） 昭和 43 年 10 月 7 日 個人
10 桐花に鳳凰図（相馬寛哉） 昭和 43 年 10 月 7 日 那須塩原市 那須野が原博物館
10 すすきに鶉図（相馬寛哉） 昭和 43 年 10 月 7 日 個人 　
10 すすきに鶉図（相馬寛哉） 昭和 59 年 4 月 1 日 個人 　
10 三島通庸の肖像画（長原孝太郎） 昭和 59 年 4 月 1 日 三島神社 那須野が原博物館
10 三島弥太郎の肖像画（長原孝太郎） 昭和 59 年 4 月 1 日 三島神社 那須野が原博物館
10 紙本墨画　山水図（高久靄厓） 平成 21 年 3 月 27 日 那須塩原市 那須野が原博物館
10 絹本墨画　松渓曳杖図（高久靄厓） 平成 21 年 3 月 27 日 那須塩原市 那須野が原博物館
10 絹本淡彩　夏暁山水図（高久靄厓） 平成 21 年 3 月 27 日 那須塩原市 那須野が原博物館
10 西園雅集図屏風（高久靄厓） 平成 25 年 3 月 28 日 那須塩原市 那須野が原博物館

彫
刻 市指定

10 平家物語 小督と仲国（高久隆古） 平成 29 年 3 月 30 日 那須塩原市 那須野が原博物館
６ 寺子の地蔵尊 平成 23 年 5 月 9 日 寺子・赤沼・石田坂講中 寺子 1277-1
６ 峯薬師の木造仁王像 昭和 47 年 10 月 25 日 薬王寺 塩野崎 251
10 かそのジサマ（南庄作） 平成 25 年 3 月 28 日 那須塩原市 那須野が原博物館
６ 引久保百観音及び三尊仏 平成 4 年 4 月 24 日 妙雲寺 上塩原 418
５ 東小屋の木造菅原道真座像 昭和 61 年 4 月 16 日 法真寺 東小屋 183
５ 宗源寺の木造白衣観音坐像 平成 6 年 12 月 1 日 宗源寺 東町 1-8

※市の分類番号は 22 ページの表「指定文化財の分類（テーマ別）」の番号による

	⿃ 指定文化財一覧
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区分 種別 指定 市の
分類 名称 指定年月日 所有者（管理者） 所在地等

有
形
文
化
財

美
術
工
芸
品

彫
刻

市指定

６ 板室本村の銅造大日如来坐像 昭和 44 年 7 月 10 日 東福寺 板室 757
６ 法真寺の木造阿弥陀如来坐像 昭和 47 年 10 月 25 日 法真寺 東小屋 183
６ 上黒磯の木造阿弥陀如来立像 平成 2 年 1 月 22 日 阿弥陀堂管理委員会 黒磯 449-2

古
文
書

８ 温泉記 平成 13 年 3 月 9 日 個人
１ 那須疏水関係文書 昭和 41 年 3 月 18 日 那須塩原市 那須野が原博物館
１ 那須開墾社関係文書 昭和 41 年 3 月 18 日 那須塩原市 那須野が原博物館
８ 黒磯郷所領安堵状 平成 9 年 1 月 29 日 個人 　
４ 原街道絵図 昭和 58 年 11 月 15 日 個人 　
１ 箭坪の大輪地ヶ原絵図 平成 6 年 2 月 18 日 箭坪行政区 箭坪 309
１ 北弥六の大輪地ヶ原絵図 昭和 58 年 11 月 15 日 個人 　
８ 東小屋村全図 平成 27 年 3 月 30 日 法真寺 那須塩原市東小屋 183 番地

考
古
資
料

国指定 ３ 深鉢形土器〈残欠共〉 平成元年 6 月 12 日 那須塩原市 那須野が原博物館

市指定
８ 関根の板碑 昭和 59 年 4 月 1 日 那須塩原市 那須野が原博物館
３ 槻沢遺跡出土の縄文土器 昭和 59 年 4 月 1 日 那須塩原市 那須野が原博物館

歴
史
資
料

県指定 ５ 温泉神社石幢 昭和 33 年 8 月 29 日 新湯温泉神社 湯本塩原 3

市指定

８ 高尾塚碑 平成 11 年 6 月 23 日 個人 塩原 283-2
８ 城主安全碑 昭和 47 年 10 月 25 日 波立温泉神社 波立 250
８ 芭蕉の句碑 昭和 47 年 10 月 25 日 鍋掛神社 鍋掛 609
８ 上黒磯の板碑 昭和 47 年 10 月 25 日 個人 黒磯 517-3
８ 上厚崎の板碑 昭和 48 年 12 月 1 日 個人 上厚崎 187

８ 御野立所跡碑 平成 9 年 3 月 31 日 （山腹の碑）塩那森林管理署
（山麓の碑）三字共有地

（山腹の碑）関谷 1426
（山麓の碑）遅野沢 678-2

１ 印南丈作の頌徳碑 平成 6 年 3 月 31 日 烏森神社 三区町 635
５ 塩原八幡宮棟札 平成 23 年 5 月 9 日 塩原八幡宮 中塩原 11
６ 引久保百観音堂棟札 平成 23 年 5 月 9 日 妙雲寺 上塩原 418
８ 塩原温泉元湯古絵図 平成 23 年 5 月 9 日 妙雲寺 塩原 665
１ 穴沢用水水神祭絵図 平成 11 年 3 月 11 日 個人 　
８ 菊地家市十郎百歳長寿祝文書 平成 6 年 2 月 18 日 個人 　
８ 戸長役場印 平成 3 年 9 月 25 日 正観寺 鍋掛 873
８ 関谷常夜灯 平成 9 年 3 月 31 日 個人 関谷 72-1
８ 薬王寺の算額 昭和 60 年 6 月 20 日 薬王寺 塩野崎 270
１ 穴沢用水普請供養塔 平成 23 年 5 月 9 日 穴沢行政区 百村 979
８ 太政官壱朱金札印刷用銅版 平成 3 年 9 月 25 日 個人 　
８ 関谷の駐蹕碑 平成 30 年 2 月 27 日 那須塩原市 那須塩原市関谷 384 番 3

民
俗
文
化
財

有
形
民
俗
文
化
財

市指定

４ 石林の道標 平成 3 年 3 月 1 日 個人 石林 813-2
９ 鶏鳥神社の絵馬 平成 8 年 8 月 1 日 鶏鳥神社 那須野が原博物館
９ 九尾の狐大絵馬 平成 6 年 2 月 18 日 西岩崎、亀山、細竹行政区 西岩崎 18-22
９ 生駒神社の絵馬 平成 8 年 8 月 1 日 生駒神社 井口 1888
９ 穴沢の獅子舞衣装・用具一式 平成 29 年 3 月 30 日 穴沢自治会 　

無
形
民
俗
文
化
財

国指定 ９ 百村の百堂念仏舞 昭和 48 年 11 月 5 日 百村百堂念仏舞保存会 百村本田地区

県指定
９ 塩原平家獅子舞 昭和 52 年 7 月 29 日 中塩原関白流平家獅子舞保存会 中塩原地区
９ 関谷の城鍬舞 昭和 59 年 9 月 9 日 関谷城鍬舞保存会 関谷・下田野地区
９ 上大貫の城鍬舞 昭和 60 年 1 月 18 日 上大貫城鍬舞保存会 上大貫地区

市指定

９ 関谷囃子 平成 12 年 7 月 17 日 関谷囃子保存会 関谷地区
９ 蟇沼もちつき 平成 12 年 7 月 17 日 蟇沼もちつき保存会 蟇沼地区
９ 嶽山箒根神社梵天上げ 昭和 52 年 11 月 26 日 嶽山箒根神社梵天上げ保存会 宇都野地区
９ 木綿畑新田の太々神楽 昭和 47 年 10 月 25 日 木綿畑新田太々神楽保存会 木綿畑新田地区
９ 上塩原源太踊り 平成 9 年 3 月 31 日 上塩原源太踊り保存会 上塩原地区
９ 高林の獅子舞 昭和 48 年 12 月 1 日 高林獅子舞保存会 高林地区
９ 三本木の獅子舞 昭和 48 年 12 月 1 日 三本木獅子舞保存会 三本木地区
９ 上塩原古代獅子舞 平成 9 年 3 月 31 日 上塩原古代獅子舞保存会 上塩原地区
９ 木綿畑本田の獅子舞 昭和 48 年 12 月 1 日 木綿畑本田獅子舞保存会 木綿畑本田地区
９ 遅沢ばやし 平成 21 年 3 月 27 日 遅沢ばやし保存会 東遅沢地区
９ 西富山の獅子舞 平成 21 年 3 月 27 日 西富山獅子舞保存会 西富山地区

記
念
物

史
跡

県指定 ２ 乃木希典那須野旧宅 昭和 41 年 3 月 18 日 乃木神社 石林 820

市指定

１ 常盤ヶ丘 昭和 39 年 10 月 1 日 那須塩原市 二つ室 73 ほか
１ 烏ヶ森の丘 昭和 39 年 10 月 1 日 那須塩原市、烏森神社 三区町 5-6
７ 狭間城跡 平成 9 年 3 月 31 日 個人 塩原 1157
７ 離室城跡 平成 9 年 3 月 31 日 個人 塩原 1450-1
３ 槻沢遺跡 昭和 39 年 10 月 1 日 個人 槻沢上の台 176
７ 鳩ヶ森城跡 昭和 48 年 5 月 3 日 個人 宇都野 786-3
４ 三斗小屋宿跡 昭和 44 年 7 月 10 日 個人 板室（三斗小屋）
７ 野沢（真木）城跡 昭和 48 年 5 月 3 日 個人 金沢 1564
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区分 種別 指定 市の
分類 名称 指定年月日 所有者（管理者） 所在地等

記
念
物

史
跡 市指定

７ 塩原（要害）城跡 昭和 50 年 3 月 3 日 個人 上塩原 1002
１ 三島農場事務所跡 昭和 39 年 10 月 1 日 那須塩原市 三島 5 丁目 1-8
１ 印南丈作翁屋敷跡 昭和 39 年 10 月 1 日 個人 三区町 627
１ 那須開墾社烏ヶ森農場跡 昭和 39 年 10 月 1 日 那須塩原市 三区町 640
４ 塩原軌道「塩原口」駅舎跡 平成 9 年 3 月 31 日 国有地 がま石園地内
１ 那須疏水旧蛇尾川伏越出口 平成 9 年 3 月 31 日 那須疏水土地改良区 上横林 163
４ 鍋掛の一里塚 昭和 44 年 1 月 1 日 鍋掛神社 鍋掛 944
４ 接骨木の一里塚 昭和 43 年 10 月 23 日 那須塩原市 接骨木 424, 接骨木 625-3
４ 板室本村の一里塚 平成 6 年 2 月 18 日 個人 板室 703-27
４ 笹野曽里西の一里塚 昭和 44 年 1 月 1 日 個人 百村 3,661
４ 笹野曽里東の一里塚 昭和 47 年 10 月 25 日 個人 百村 3-9
４ 横林の一里塚（一対） 平成 9 年 3 月 31 日 那須塩原市 横林 163, 横林 164
４ 下大貫の一里塚（一対） 昭和 43 年 10 月 23 日 個人 下大貫 1114, 下大貫 1119
１ 赤田山 昭和 39 年 10 月 1 日 那須塩原市 上赤田 238
８ 境の紅葉 昭和 47 年 10 月 25 日 個人 島方 152
１ 親王台 昭和 39 年 10 月 1 日 那須塩原市 一区町 122-14
８ 千本松の観象台 昭和 47 年 12 月 1 日 畜産草地研究所 千本松 716-1
６ 木の俣地蔵 昭和 44 年 1 月 1 日 東福寺 百村（深山）
８ 本郷町の馬頭観世音 平成 13 年 3 月 9 日 本郷町行政区 本郷町 108-1
10 高久靄崖の墓 昭和 44 年 7 月 10 日 個人 越堀 856
１ 蟇沼用水旧取水口 平成 9 年 3 月 31 日 塩原土地改良区 蟇沼地区 河川敷
４ 板室本村の湯本道標 昭和 44 年 7 月 10 日 板室行政区 板室 757

６ 黒瀧山大日尊 平成 6 年 2 月 18 日 鴫内・湯宮・木綿畑本田・木
綿畑新田行政区 鴫内 1,560-2

８ 板室古戦場 昭和 44 年 7 月 10 日 板室行政区 板室地区
８ 黒羽領境界石 昭和 47 年 10 月 25 日 浄泉寺 越堀 116
８ 芦屋道満の解脱塔 昭和 44 年 1 月 1 日 個人 沼野田和 605-8
４ 高林村道路元標 平成 27 年 3 月 30 日 那須塩原市 那須塩原市高林 374 番地
４ 黒磯町道路元標 平成 27 年 3 月 30 日 那須塩原市 黒磯保健センター敷地内

８ 摂政宮殿下御野立所跡 平成 29 年 3 月 30 日 塩那森林管理署 那須塩原市字前黒国有林 411
林班る 2 小班

天
然
記
念
物

国指定 11 逆杉 昭和 12 年 4 月 17 日 塩原八幡宮 中塩原 11

市指定

11 永田町の一本杉 昭和 39 年 10 月 1 日 那須塩原市 永田町 9
11 越堀の大杉 昭和 47 年 10 月 25 日 賀茂神社 越堀 112
11 妙雲尼塔の大杉 昭和 43 年 10 月 23 日 妙雲寺 塩原 665
11 嶽山箒根神社の大杉 昭和 43 年 10 月 23 日 嶽山箒根神社 宇都野 1699
11 光徳寺門前の杉並木 昭和 47 年 10 月 25 日 光徳寺 那須塩原市百村 2034
11 乃木神社の樹林 平成 3 年 3 月 1 日 乃木神社 石林 800-1
11 鍋掛のイトヨ 昭和 57 年 4 月 20 日 鍋掛小学校 鍋掛（清川）
11 北和田のカヤ 平成 6 年 2 月 18 日 個人 北和田 334-1
11 寺子のエドヒガン 昭和 58 年 11 月 15 日 個人 寺子 1060
11 宗源寺のエドヒガン 平成 6 年 12 月 1 日 宗源寺 東町 1-8
11 前弥六のツバキ 平成 14 年 4 月 23 日 那須塩原市 前弥六南町 4
11 下中野のツバキ 平成 14 年 4 月 23 日 個人 下中野 361
11 槻沢小学校の大モミジ 平成 3 年 3 月 1 日 槻沢小学校 槻沢 1-15
11 大山参道のモミジ並木 平成 3 年 3 月 1 日 那須塩原市 下永田 2 丁目 3
11 正観寺のシダレザクラ 平成 13 年 3 月 9 日 正観寺 鍋掛 873
11 大山小学校のキガンピ 平成 10 年 3 月 31 日 大山小学校 下永田８丁目 7-1
11 高林小学校のヒイラギ 平成 14 年 4 月 23 日 高林小学校 高林 483
11 高柳の温泉神社のエノキ 平成 13 年 11 月 30 日 高柳温泉神社 高柳 243
11 本郷町のケンポナシ 平成 14 年 4 月 23 日 那須塩原市 本郷町 123-1
11 峯薬師のコウヤマキ 昭和 60 年 6 月 20 日 薬王寺 塩野崎 251
11 ノギカワモズク 昭和 59 年 7 月 1 日 乃木神社・表堀組合 乃木神社境内
11 材木岩 昭和 43 年 10 月 23 日 塩那森林管理署 塩原東山国有林
11 大黒岩化石層群 昭和 48 年 5 月 3 日 塩那森林管理署 金沢西山国有林
11 旧青木小学校のエドヒガン 平成 27 年 3 月 30 日 那須塩原市 那須塩原市青木 13-93
11 乃木神社のシダレザクラ 平成 27 年 3 月 30 日 乃木神社 那須塩原市石林 795
11 法真寺のエドヒガン 平成 21 年 3 月 27 日 法真寺 那須塩原市東小屋 159
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区分 時代 指定 件数
周知の埋蔵文化財 旧石器 1

縄文 １ 55
弥生 ２
古墳～平安（古代） 39
鎌倉～室町（中世） ４

※国土地理院標準地図を加工して作成

※「那須塩原市遺跡分布地図」をもとに発掘調査成果等を追加（複合遺跡は各時代で遺跡とカウント）

（２）指定文化財の分布状況

　指定文化財の分布状況を地図上で確認したところ、江戸時代からの村落、旧街道筋に集中している
ことが特徴的です。

（３）埋蔵文化財（遺跡・遺物）

　これまで、旧西那須野町では昭和 63 年（1988）から平成元年（1989）にかけて遺跡詳細分布調査
が実施されましたが、旧黒磯市及び旧塩原町では調査が十分に行われていませんでした。このため、
平成 26 年度（2014）から３年間にわたり、市内全域を対象として遺跡の詳細分布調査を実施し、そ
の成果を「那須塩原市遺跡分布図」（平成 29 年３月）として公開しました。この調査の結果、多くの
新たな遺跡が確認されましたが、未調査の遺跡が多く、国指定重要文化財の深鉢型土器が出土した「槻
沢遺跡」（市指定史跡）などのような遺跡が発見される可能性もあります。

	⿃ 遺跡の種別

	⿃ 那須塩原市全域の文化財分布
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要害遺跡

田野館跡

野沢（真木）城

井口遺跡
槻沢北遺跡

槻沢遺跡

間ノ沢西遺跡

二ツ室岳北遺跡

二ツ室岳I遺跡

凡例

時代

中世

中世？

奈良・平安

古墳～奈良・平安

縄文・中世

縄文・奈良・平安

縄文・古墳～奈良・平安

縄文

縄文（中・後期）

縄文（中期）

旧石器・縄文・古墳～奈良・平安

0 6,700 13,4003,350
‚

　旧石器時代は、間
ま の さ わ

ノ沢西遺跡（宇都野）のみで、石器が採集されていますが詳細は不明です。
　縄文時代は、最も多く、77 遺跡が確認されています。槻沢遺跡Ｆ区や二ッ室岳Ⅰ遺跡など早・前
期（8,000 ～ 6,000 年前）の遺跡もありますが、ほとんどが中期から後期（5,000 ～ 3,500 年前）の遺
跡です。発掘調査が実施された狩野地区の槻沢遺跡と井口遺跡では、竪穴住居跡や貯蔵穴などの遺構
からたくさんの土器や石器が出土しています。各時期の土器は、関東・東北南部の型式のほか、北陸
地方の影響を受けた土器も出土しており、大規模な両遺跡がこの地域の拠点集落跡であったことが明
らかになっています。
　弥生時代は、栃木県内でも遺跡が少なく不明な点が多い時代です。市内では、箒川右岸の段丘上に
立地する宇都野遺跡で弥生時代中期の小型の壺形土器が１点採集されている以外は、槻沢遺跡の発掘
調査で土器片が数点出土しているのみです。
　古墳～平安時代はこれまで市内では空白の時代でしたが、詳細分布調査で 16 遺跡が登録されまし
た。井口遺跡での平成元年（1989）の確認調査において飛鳥時代（７世紀）の竪穴住居跡１軒が出土
している以外は、発掘調査事例がなく内容は不明ですが、人々の生活の痕跡は市内各地区に認められ
ます。
　中世では、塩原・箒根地区の箒川流域に要害城（塩原城）跡、田野館跡、野沢城（真木城）跡（金
沢）の３つの城館跡が確認されています。要害城（塩原城）跡は鎌倉時代治承２年（1178）に塩原八
郎忠家が、田野館跡は正安年間（1299-1302）に関谷太郎兼光が、野沢城（真木城）跡は室町時代末
期に大館弾正義則が、それぞれ築城したと伝えられています。このほか、槻沢遺跡で方形竪穴遺構２
基や土坑が多数出土しているほか、槻沢北遺跡、二つ室岳北遺跡など、西那須野・狩野地区でも中世
の土器片などの遺物が採集されています。

	⿃ 那須塩原市全域の遺跡分布

※国土地理院デジタル標高地形図を加工して作成
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地区区分 書籍名 著者・編集者・発行者等 発刊年
高林地区 三斗小屋誌 ( 黒磯市図書館所蔵本復刻 ) 黒磯郷土史研究会 平成 15 年
高林地区 高林村郷土誌 [ 復刻版 ] 黒磯郷土史研究会 平成 20 年
鍋掛地区 鍋掛村郷土誌 [ 復刻版 ] 鍋掛尋常高等小学校・黒磯郷土史

研究会
平成 20 年

東那須野地区 郷土誌 ( 東那須野村 ) [ 復刻版 ] 黒磯郷土史研究会 平成 20 年
東那須野地区 那須塩原駅周辺地区の現況と略史 磯忍 平成 29 年
鍋掛地区 野間郷土史 野間郷土史刊行会 平成 17 年
鍋掛地区 寺子郷土誌 郷土史を語る会 平成 26 年
黒磯地区 とようら地区の歴史 とようらコミュニティ推進協議会 平成 24 年
鍋掛地区 奥州街道鍋掛宿誌 黒磯市鍋掛公民館鍋掛分館 平成２年
高林地区 細竹村小史考察 高根沢広之・高根沢栄 平成元年
西那須野地区 下永田区史 下永田区史編纂委員会 平成 15 年
西那須野地区 第一南区誌「郷土のあゆみ」 第一南区誌編纂委員会 平成 14 年
西那須野地区 五軒町区 100 年のあゆみ 五軒町区誌編集委員会 平成 16 年
狩野地区 太夫塚 130 年の歩み 太夫塚区誌編集委員会 平成 22 年
西那須野地区 二つ室区郷土史 二つ室区郷土史編集委員会 平成 16 年
西那須野地区 一区町史 一区町史編さん委員会 平成 16 年
西那須野地区 二区開拓史 西那須野町二区 昭和 56 年
西那須野地区 ふるさと三区 三区郷土史刊行会 平成元年
西那須野地区 四区 100 年のあゆみ
狩野地区 南赤田区のあゆみ 南赤田区のあゆみ編集委員会
塩原地区 塩原の歴史 ( 古代・中世・近世 ) 塩原温泉郷土史研究会 平成 17 年
塩原地区 横接郷土史 塩原町・横接郷土史研究会 昭和 51 年

（４）文化財調査と記録・保存

①市・町史編さん事業
　本市誕生の平成 17 年（2005）以前には、旧３市町でそれぞれ市・町誌を編さんしています。
	 ア）旧黒磯市
　		 　明治百年事業として昭和 43 年（1968）から町史編さんに着手し、市制が施行された昭和	
	 	 45 年（1970）以降も市誌編さんとして継続され、昭和 50 年（1975）に『黒磯市誌』を刊行	
	 	 しました。
	 イ）旧西那須野町
		  　昭和 38 年（1963）に西那須野町史を発刊、その後各分野の研究が進み、新町 30 周年記念	
	 	 事業として町史編さん事業にとりかかり、平成３年～ 16 年までに自然・明治以前史、開拓史、	
	 	 行政史、産業経済史、交通通信史、教育文化史、宗教史、福祉厚生史、社会世相史、民俗の	
	 	 11 分野の双書と、百科事典１冊をそれぞれ刊行しました。
	 ウ）旧塩原町
　		 　昭和 43 年（1968）の明治百年を記念して町誌編さんの要請があり、昭和 55 年（1980）に	
　		 「塩原町誌」を刊行しました。

　また、各地域において独自に郷土史（誌）を刊行しています。

	⿃ 各地区の郷土史（誌）（※市所蔵のもの）
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②文化財記録・保存事業
	 ア）指定文化財
		  　平成 23 年度（2011）に『那須塩原市の文化財』を刊行しました。また、平成 30 年度	
	 	 （2018）には増補改訂による『那須塩原市の文化財 -2019』を刊行しました。
	 イ）埋蔵文化財
	 	 　平成 26 ～ 28 年度（2014 ～ 2016）の３か年の国庫補助事業にて、市内全域の遺跡詳細分布	
　　　	調査が完了し、その成果として「那須塩原市遺跡分布地図」を刊行しました。
	 	 　旧黒磯 33 か所、旧西那須野 27 か所、旧塩原 32 か所を周知の遺跡として登録しました。
	 ウ）郷土芸能
	 	 　市郷土芸能保存会連絡協議会に所属しているものが 31 団体あります。そのうち無形民俗文	
	 	 化財として指定等を受けているのは国選択１件、県指定３件、市指定 11 件となっています。
	 	 　無形民俗文化財については、平成 20 年度（2008）からの３か年事業として「わがまち自慢	
	 	 推進事業（無形民俗文化財保存伝承事業・記録保存事業）」を実施し、映像による指定文化	
	 	 財の保存を行いました。
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